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A 79 秋w大プ戈のテクスチャーと食味袴性にりいて
秋叩短大　　豊巻^ラ　　○小松原茂雄

　B的

　フキ品種のうち. 草丈、葉柄係、葉身<n大きさなどおヽ最I優れている大聖他の截回大ブ

キ(Pe七as ites Japoricus subsp･ がganteus Kita.inura）に゜いては.最iit-/±Sさ九はじめ

. ija工食品の種類i 増勿している．加工上問題となる秋同大ブベのテクスチV ―醤他|cり

いてはほこん知らitていない．この点と明らJ･ヽにするため、機奮による測定乙その食感

との関塔色、通常食用とさ叔ている秋ぽﾌ雀ブ戈の場合こ比巌蔵討した．
　方法

　試料は秋IK?寸仁苛図産の秋ぽﾌ大ブペ、転四誉ブ吸＆使用し、葉柄の各却住（上部．中部

　下却）ヵ・らサンプル色調製し7"C.テクスチ？一劈他にりいてはレ才メーター（不動工業

製　MRM-20(0J-C≪/)を使用し、水･分に●ついては滅ﾑ圧.乾靖滴、粗放竃にりいてはA0 AC油、

色にりいては測色色差計（日本電色工業製　ND-､OIDP ) t.使用した. 官能養査はパネル12

名とし、シェッフエ.の方油色採用した．
　秘果

<.レオメーターr測定した物性値は、*i:iH3大ブペと転回雀プ曳の形剱c葺ほどーしい球

　いは表れなA''つ7*c.

2. ;硬さの零因となる粗城瓢雲量は. 両品種関にj碁しい葺は表れなヵヽつre.しヵヽし、官紀

　枝査では釈図大フ浅お数回雀プ々よﾀ液い秘果ヵヽ･侈られ7£.


